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論文内容の要旨 
 

本論文は，乳がん死亡率が全国と比較して高い神奈川県において県内の小地域におけ

る死亡および罹患の地理的な集積性（クラスター）について検討した。県内の罹患デー

タは，2011 年発行の 2006 年の地域がん登録から女性の乳がん罹患数 2326 件を抽出し

使用した。乳がん死亡数は，政府統計資料から抽出し，その後神奈川県女性人口を基本

人口とした 56 市区町村別の標準化死亡比（SMR）および罹患比（SIR）を算出した。そ

の後， SMR と SIR に基づく疾病地図を作成し可視化した。クラスターとは，１つもし

くは複数の市区町村が連結してできる地域と考える。そのクラスターの同定に関しては，

空間スキャン統計量を用いた手法により（flexible spatial scan statistic），観測度数が

期待度数に比べ有意に高くなる連結地域が存在するか Poisson モデルを考え，仮説の検

証を尤度比による統計量で判断し、全ての連結地域の中から尤度比最大となるものを最

も可能性の高いクラスターと定義した(Most likely cluster: MLC)。MLC の統計的有意

性は Monte Carlo 検定を利用しシミュレーションで求めた p 値で評価した。本研究では，

これらの集積性の検定を共著者である丹後らが開発した FlexScan ver 3.1 を使用して行

った。 
乳がん死亡はクラスターが１つ同定されたが有意ではなかった。一方，乳がんの罹患

は，高 SIR 地域とは別の地域に統計的に有意なクラスターが同定された。同定されたク

ラスターは，11 の小地域からなるもので県の南東に位置するエリアであった。このクラ

スターは，その他の地域と比較して 35％乳がん罹患率が高く，政府統計データである女

性の初婚年齢の平均がその他の地域と比較して有意に高いことが示された。 
これまでの我が国のがん対策では主に厚生労働省の人口動態統計に基づくがん死亡の

指標で評価されてきた。しかし 2013 年にがん登録法が可決し今後より整備されることで，

がん罹患データの有効活用が期待されている。本研究の集積性の検討は地域の有効なが

ん対策を立案する上で有益な方法であり，今後がん死亡および罹患の地域間格差の分析

や，その要因の検討などより詳細な疫学研究に繋がることが期待される。 

 


